



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































01フィクションタイトル 02乱闘バスケット 03グレートチキンレース 04警察署取調室で
05広い世界を見ろ！ 06チャレンジャーズ 07チャレンジャー加藤 08元秀と焼肉屋で
09桜井との出会い 10桜井と校庭で 11親父とのロードワーク 12正一と喫茶店で 13白線
を歩く二人 14桜井の自宅で 15別れの坂道 16正一の死 17杉原の告白 18夜の道，警官
19親父の愚痴 20親父との対決 21サイレントナイト♪ 22「俺は何人だ！」 23雪の中の二
人 24エンドタイトル
（行定勲（監督）・宮藤官九郎（脚本）ＧＯ，ＤＶＤ，2002年東宝より抜粋）
Ⅵ 本研究の成果と課題
本研究の成果は，現代社会を生きる子どもたち
に必要な能力を「価値批判能力」であると定め，
それを育成する授業モデルを提示・開発した点，
さらにその具体的な単元として「自分はどんな人
間だろうか？―実存主義者キルケゴールを事例に
―」を示した点である。
単元の開発にあたっては，能力目標の達成がさ
れやすいように，教材を工夫できた点が成果とし
て挙げられる。まず，生徒たちにとって身近であ
ることで思考を促すことのできる題材を設定し
た。これによって生徒たちの興味・関心を引きつ
けることにより，授業自体に意識的に取り組むこ
とができることをねらいとしている。
さらに授業構成としても，思考モデルとなる先
哲の思想と生徒たちに身近であるサブカルチャー
とをリンクさせるよう構成した。こうすることに
よって先哲の思想が子どもたちにとって距離のあ
るものではなく，より身近なものだと考えさせる
ことができる。このことで先哲の思想とそれを活
用した子どもたちの思考が，子どもたちにとって
より切実性を感じる事の出来るものとなる。
課題としては今回提示した「価値批判能力」育
成のための授業モデルが，公民科「倫理」の別の
単元においても活用可能なものであるかまでは検
討が及んでいないという点が挙げられる。この点
に関しては今後引き続き検討したい。
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表２：評価の具体例
具体的な回答例評価基準
「これまで国籍とい
うものにどこかで縛
られていた杉原が，
桜井との出会いや別
れの中で自分は何者
かと自問自答する中
で，自分を縛ってい
るものから解き放と
うとする父の思いに
気づき，自分は根無
し草として生きるん
だという自覚をはっ
きりと表明した台詞
だから。」
台詞によって形成さ
れたであろう主人公
の価値観に言及し，
さらにその背景にあ
る主人公の人生経験
にも言及している。
Ａ
「自分は根無し草と
して生きるんだとい
う自覚をはっきりと
た台詞だから。」
台詞によって形成さ
れたであろう主人公
の価値観に言及して
いる。
Ｂ
「力強くてかっこい
いセリフだから。」
自分の感覚のみで解
答している。Ｃ
